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科目名 英語Ⅰ 【26年度生用】 コード

英語表記 English Ⅰ 

担当教員名 福原 慶尚 年度 平成26年度 

基準年次 1年次 開講期 前期 単位数 1 

授業形態 演習 授業形式 履修形態 選択必修 

授業概要

 授業の前半は、聴く・読む(理解活動）を、後半では、話す・書く（表現活動）が中心。「理解活動」では、受講者は、テキストの割り当てら
れた範囲を音読・読解し、その後、相互に意見を発表する。「表現活動」では、会話文に合わせてセットされた模擬店などで、実物を使い、
スイッチバック方式で行う。 

到達目標

 「理解活動」では、(原書の)読解力のガイドラインを500点(TOEIC スコア)、「表現活動」では、下の６つのトピックを完全に暗記することを
目指す。 

授業計画

第１回   Anne Frank、THE DIARY OF ANNE FRANK          ① Self-Introduction 

第２回    20世紀文学史の概観                        ②    （Back to ① ) 

第３回    「裏の家」での複数の時間                       ③ At the Custom 

第４回    現代の普遍的価値観                        ④ ( Back to ① ③ ) 

第５回    現代社会の死生観                         ⑤ Quiz 

第６回  S.Maugham、THE LUNCHEON                     ⑥ At the Bus-Center 

第７回    作家とその時代背景 ⑦    ( Back to ① ③ ⑥ ） 

第８回    モームの手法――シニシズム                    ⑧ Taking a Taxi 

第９回    中年女性の‘ずるさ’ ⑨ ( Back to ① ③ ⑥ ⑧ ) 

第１０回    「昼食」のメニューとカロｌ－計算  ⑩ Quiz 

第１１回  S.Lewis、YOUNG MAN AXCELBROD ⑪ Helpin' a Blind Man 

第１２回    作者とその時代背景 ⑫ ( Back to ① ③ ⑥ ⑧ ⑪ ) 

第１３回    主人公の言う 'a double mistake' とは？            ⑬  Checkin 

第１４回 大学教育の本質とは何か？                     ⑭   （ Back to ① ③ ⑥ ⑧ ⑪ ⑬ ） 

第１５回    高齢社会の '生きがい'１ ⑮  Quiz 

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

 

 第１６回目に、定期試験を行う。 出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

   ５０％    ５０％

授業外学習 テキスト、教材

 

 上記の①③⑥⑧⑪⑬のスキットは、予習段階で完全に暗記して
おくこと。

 

 テキストはプリント教材を使用。

参考書 受講生へのメッセージ

 

 David Hamilton, SPEAKING OF SPEECH、Macmillan, １９９９．

 

 毎回全員が何らかの形で発表。音読練習にウエイトを！
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